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乳癌補助化学療法における脱毛の実態 
に関する多施設アンケート調査 

仙台医療センター乳腺外科  渡辺隆紀 

-CSP-HOR化学療法に伴う脱毛患者サポートに関するワーキンググループ - 

筆頭演者の利益相反状態の開示 
 

該当なし 
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化学療法を受けたがん患者の苦痛 

順位 1983年1)     1993年2)         1996年3)      2000年4)        
1  嘔吐      脱毛        悪心      家族への影響 
2  悪心      悪心        脱毛      脱毛 
3  脱毛      全身倦怠感     嘔吐      全身倦怠感 
4  治療への不安  治療への不安    全身倦怠感   家事・仕事への影響 
5  治療時間の長さ うつ状態      注射の不快感  社会活動への影響 
6  注射の不快感  家族への影響    便秘      性的感覚の欠如 
7  呼吸促迫    不安感       治療への不安  起立時のめまい  
8  全身倦怠感   家事・仕事への影響 家族への影響  下痢 
9  睡眠障害    嘔吐        うつ状態    体重増加 
10  家族への影響  多尿        心配または緊張 呼吸促迫 

1) Coates A. Eur J Cancer, 1983      
2) Griffin AM. Ann Oncol, 1996 
3) Dennert MB. Br J Cancer, 1997 
4) Carelle N. Cancer, 2002 

財団法人パブリックヘルスリサーチセンターヘルスアウトカムリサーチ支援事業（CSP-HOR） 

 

-化学療法に伴う脱毛患者サポートに関するWG-  

2011.11- 

渡辺隆紀   仙台医療センター    
下妻晃二郎 立命館大学 
斉藤光江   順天堂大学 
矢形寛      聖路加国際病院 
岡田宏子  東京大学 
今井博久  国立保健医療科学院 
吉田悠子  順天堂大学 
高山智子   がんセンター中央病院 
野澤桂子   がんセンター中央病院アピアランス支援室 
玉井奈緒   東京大学 
矢嶋多美子 NPO法人 日本臨床研究支援ユニット 
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化療経験患者に対するアンケート調査 
 

＜目的＞化療患者が美容的な面で困ること、必要とする知識や情報、技術など
について明らかにする 

＜対象＞ 

・過去5年以内にアンスラサイクリンまたはタキサンを含む術前後化療終了者 

・登録時非再発例 

・登録時年齢が20-70歳 

＜登録期間＞ 

2013.4-10 

＜目標登録数＞500例 

＜目標参加施設数＞10-20施設程度 

＜方法＞ 

・主治医が患者にアンケート調査セットを渡し、回答用紙を患者が直接データセ
ンターに送付する。 

・患者が郵送した時点で、研究に同意したものとみなす。 

 

 

１）「乳癌補助化学療法における脱毛の実態に関する多施設アンケート調査」  
 発表者：渡辺隆紀（仙台医療センター） 
 演題番号：OS-1-02-02 
 
２）「乳癌化学療法レジメン別にみた頭髪の長期的回復−全国アンケート調査から」 
 発表者：矢形 寛（埼玉医科大学 総合医療センター ブレストケア科 ） 
 演題番号：PD1-1 
 
３）「化学療法を受ける乳癌患者の爪の変化の実態−多施設アンケート調査から」 
 発表者：玉井奈緒（東京大学） 
 演題番号：OS-1-03-05 
 
４）「乳癌の化学療法に起因した脱毛に対する予防的介入：システマティックレビュー」 
 発表者：岡田宏子（東京大学） 
 演題番号：GP-2-12-35 
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アンケート質問項目 
-65項目(重複あり)- 

1.化学療法中に感じた苦痛     17項目 
2.頭髪の状況                            14項目 
3.眉毛の状況                                  2項目 
4.まつげの状況                   2項目 
5.爪の状況                                   6項目 
6.ウイッグ等の装具について   11項目 
7.情報入手について                16項目 
8.メイクや爪のケアについて       12項目 

結果 

・乳がん患者1511名から回答 
・33名は適確基準外 
・1478名のアンケートを対象に解析 
・本日は、基本的事項に関しての報告 
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千葉大学医学部附属病院  
聖路加国際病院  
愛知県がんセンター中央病院  
弘前市立病院  
仙台医療センター  
湘南記念病院  
佐久総合病院  
青森市民病院  
さいたま赤十字病院  
群馬県立がんセンター  
みやうちクリニック  
岡山大学病院  
千葉県がんセンター  
大阪成人病センター  
大分県立病院 
東京都立駒込病院  
順天堂大学医学部附属順天堂医院  
社会保険久留米第一病院  
東海大学医学部附属病院  
大垣市民病院  
相良病院  
関西労災病院 
大分医療センター  
公立甲賀病院  
熊本赤十字病院    

星総合病院  
帝京大学ちば医療センター  
JA北海道厚生連旭川厚生病院  
原町赤十字病院  
大阪労災病院  
神戸市立医療センター中央市民病院  
関西医科大学附属枚方病院  
鹿児島大学病院  
旭川医科大学  
東邦大学医療センター大橋病院  
松下記念病院  
国立病院機構四国がんセンター  
九州がんセンター  
久留米大学病院  
京都桂病院  
青森県立中央病院  
はしづめクリニック  
りょうクリニック  
長野市民病院  
済生会兵庫県病院  
新潟大学医歯学総合病院  
江南厚生病院  
手稲渓仁会病院  
札幌医科大学  
(49施設) 
 

協力していただいた御施設の皆様、そして患者の皆様大変ありがとうございました 

0-1 年 
28% 

1-2 年 
24% 

2-3 年 
19% 

3-4 年 
15% 

4-5年 
14% 

化療終了後の期間別 

A+C+DOC 
38% 

A+C+PAC 
24% 

DOC 
19% 

A+C 
17% 

PAC 
1% 

A+C+DOC
+PAC 
1% 

DOC+PAC 
0% 

化学療法別 

患者の内訳(n=1478) 

平均年齢 54.7+-10.4 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

睡眠障害 

吐き気・嘔吐 

体重増加・浮腫(むくみ） 

点滴の不快感 

仕事や家事ができないことによるあせり 

抑うつ感(気分の落ち込み) 

手足のしびれ 

味覚障害 

爪の変化 

家族に迷惑をかけること 

治療にかかった費用 

病状や治療への不安 

治療期間の長さ 

全身倦怠感(だるさ） 

脱毛 

非常に苦痛 ある程度苦痛 やや苦痛 

あまり苦痛に感じなかった 全く苦痛に感じなかった 無回答 

化学療法中に感じた苦痛 

Yes   1455 (98.4%)     No    3 (0.2%)   
Cannot remember 11(0.7)         Unanswered  9 (0.6%)  

Q: 脱毛しましたか?  

53% 41% 

3% 1% 0% 1% 1% 

All 

About 80% - 90% 

About 60% - 70% 

About 40% -50% 

About 20% - 30% 

Little 

Unanswered 

Q: 治療中にどの程度脱毛しましたか?  

抜け始めまでの日数(n=1389)    18.0(+-12.7)日 
発毛開始までの月数(n=1158)      3.4(+-4.9) 月 
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 

4 to 5 years 

3 to 4 years 

2 to 3 years 

1 to 2 years 

< 1 year Below 20% - 30% recovery 

About 40% - 50% recovery 

About 60% - 70% recovery 

About 80% - 90% recovery 

Almost 100% recovery 

Thicker than before treatment 

Unanswered 

Q: 治療前と比較してどの程度脱毛が回復しましたか?  

Q: 発毛不良の部位は?  

0 50 100 150 200 250 

4 to 5 years 

3 to 4 years 

2 to 3 years 

1 to 2 years 

< 1 year 
全体 

前頭部 

頭頂部 

側頭部 

後頭部 

後頚部 

35% 

23% 11% 

9% 

11% 

10% 1% 

37% 

23% 

9% 

8% 

11% 

11% 1% 
All 

about 80% - 90% 

about 60% - 70% 

about 40% - 50% 

About 20% - 30% 

 Little 

Unanswered 

眉毛 まつ毛 

Q: 治療中にどの程度脱毛しましたか?  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

4 to 5 years 
3 to 4 years 
2 to 3 years 
1 to 2 years 

< 1 year 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

4 to 5 years 

3 to 4 years 

2 to 3 years 

1 to 2 years 

< 1 year 

眉毛 まつ毛 

14	

13	

12	

9	

64	

21	

15	

38	

35	

55	

41	

49	

54	

72	

99	

56	

58	

72	

94	

86	

52	

82	

101	

133	

95	

1	

0	

2	

0	

4	

4	

7	

8	

9	

8	

Below 20% - 30% recovery About 40% - 50% recovery About 60% - 70% recovery 

About 80% - 90% recovery Almost 100% recovery Thicker than before treatment 

Unanswered 

Q: 現在どの程度回復しましたか?  
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 

１個 

２個 

３個 

４個以上 

使用せず 

レンタル 

Wig購入数 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 

5万円未満 

5～10万円 

10万円以上 

Wig購入価格帯 

55% 

17% 

12% 

12% 

4% 

Wigの使用頻度 

毎日 

数回/週 

数回/月 

使用せ

ず 

無回答 

Wigに関して 

・55%が毎日使用 
・Wig購入数は1個が55% 
・購入価格帯は様々 

Q: Wigの使用期間は？ 

平均12.5+-9.7ヶ月 

Wigの使用期間(Kaplan-Meier曲線) 
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年代別に見たかつら使用期間 

70代 

60代 
50代 

40代 30代 

23% 

8% 

5% 
54% 

10% 

バンダナ使用状況 

毎日 

数回/

週 
数回/

月 
使用

せず 
無回

答 

29% 

7% 

5% 

46% 

13% 

タオルキャップ使用状況 

毎日 

数回/週 

数回/月 

使用せず 

無回答 

58% 18% 

9% 

11% 

4% 

帽子使用状況 

毎日 

数回/週 

数回/月 

使用せず 

無回答 

Wig以外の装具について 

・帽子利用者が最も多かった 

・ついでタオルキャップ、バンダナ利用者
が多かった 
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2% 

13% 

27% 

46% 

3% 
9% 

パーマ利用状況 

控えた 

治療後再開 

利用しなくなった 

前から使用せず 

その他 

無回答 

パーマの再開時期(化学療法終了後) 
  N 平均値 標準偏差 最小値 最大値 

治療後経過月数 117 19.44 8.9 12 48 

	
  

パーマについて 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 

医師 

看護師 

薬剤師 

相談支援センター 

脱毛専門スタッフ 

ボランティア 

家族 

友人 

知人 

癌の経験者 

インターネット 

本 

美容室 

その他 

無回答 

情報入手先(重複有り) 

88% 

8% 
4% 

頭髪等の情報を入手できたか 

はい 

いいえ 

無回答 

頭髪に関する情報の入手 

・情報入手は医師や看護師、癌経験者、
インターネットなどが多かった 
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まとめ 

・化学療法時に最も苦痛と感じたのは脱毛 
・吐き気や嘔吐は苦痛の程度が軽減している 
・98%が脱毛したと回答 
・脱毛開始は化療開始後18日程度 
・発毛開始は化療終了後3ヶ月程度 
・かつら使用期間は平均12ヶ月 
・一部の患者は数年経ってもかつらが必要 
  高齢なほどかつら離脱困難、しかし若年者でも 

今後行うこと 

■詳細な報告書の作成・公開 
■患者・医療者用の教育資材作成 


